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小平市立小平第八小学校 

学習者用端末等持ち帰りについてのガイドライン 

 

１ 貸与機器一覧 

 

 

 

 

   ※必要に応じて御家庭で御用意いただくもの 

    ・ソフトケース 

    ・タッチペン 

 

２ 学習者用端末を持ち帰ることのねらい 

 学習者用端末は、「特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正

に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現する」ことを目的として、整備された機

器です。学習者端末を文房具と同じように使いこなし、学習者の資質・能力を一層高めていくことが、目標とさ

れています。 

御家庭に持ち帰ることで、例えば次のような効果があると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習内容の充実」については、学年や学習内容に応じて変更が生じますが、本校の教育活動に御理解と御協

力をいただき、「小平市学習者用端末等貸与申込書」の御提出をよろしくお願いいたします。 

 

２ 学習者用端末の家庭への持ち帰りに関するルール 

・端末は学習目的に使用するものですので、学習に関係のない動画を見る等、教育活動に関わること以外には、

使用しないでください。 

・中学校卒業時や、小平市外への転出時は、端末を小平市に返却します。最初に渡された時の状態のまま返却と

なりますので、本体や液晶画面へ汚れやキズをつけたり、設定を変えたりしないようにしてください。 

・端末を使う前には手を洗い、液晶面には指でやさしく触れてください。 

・連続の使用は控え、３０分ごとに目を休めてください。また、寝る３０分前には使い終えてください。 

全員 

□Chromebook  □充電用 ACアダプタ 

希望者のみ 

 □モバイルルータ 

 

・学校を欠席した時や登校できない時の学びの保障 

  （例：休んだ日の学習内容を共有することができる。次の日の連絡を担任から受けることができる。） 

・次の日の学校の予定を、学習者用端末を通して配信することで、連絡帳の書き忘れをなくすことができる。 

・配布文書を、学習者用端末を通して配信することで、お便りの紛失を防ぐことができる。 

・学習内容の充実 

 （例：音読やリコーダーの宿題を、動画で撮影して提出することで、担任はより確実に把握できる。） 

（例：学習カード等を学校と家庭の両方で利用することで、学習成果を上げることができる。） 
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・正しい姿勢で、使うようにしてください。 

・端末の使用場所、使用時間等については、各家庭で相談してルールを決めてください。 

３ 学習者用端末の持ち帰り方 

・落下による衝撃から端末を守るため、必ずランドセルに入れて、持ち帰ります。必要に応じて、ソフトケー 

ス等を御用意ください。 

・登下校中はカバンから出さず、学校と家庭のみで使用するようにしてください。 

・ランドセルが重くなるため、教科書類は学校に置いて帰ります。 

・充電用 ACアダプタを一緒に持ち帰ります。御家庭での充電に御協力ください。（ただし、当面の間は、学校 

で充電・保管を行い、必要に応じて家庭に持ち帰ります。） 

・充電を忘れた場合や端末を忘れた場合は、学校における学習活動に参加できませんので、十分御注意くださ 

い。（筆箱等の文具と同じ扱いです。） 

 

４ 家庭での保管の仕方について 

・端末が高温にならない（例えば 40℃以上）場所で保管してください。 

・端末に磁石を近付けたり、水で濡れたりしないように気を付けてください。 

・端末は保護者の方の目の届くところに保管してください。 

・端末の使用場所、使用時間は、各家庭で相談して利用してください。 

 

５ 安全面について 

・学習者用端末は、児童本人のみが使用するようにしてください。 

・USBメモリ等の外部機器は、接続しないようにしてください。 

・IDやパスワードの管理には十分お気を付けください。 

・無線 Wi-Fiは、パスワード入力が必要な学校の無線 Wi-Fi、または自宅の無線 Wi-Fi のみに接続してください。

※フリーWi-Fiへの接続は、ご遠慮ください。 

・情報モラルについては、学校でも指導しますが、御家庭でも十分気を付けるようにしてください。 

例：自分や他人の個人情報（名前、住所、電話番号、メールアドレス、写真等）をインターネットに上げない。 

相手を傷つけたり、嫌な思いをさせたりすることを書き込まない。 

怪しいインターネットサイトに接続してしまったと気付いたら、すぐに使用を中止する。 

顔が写った写真を端末やクラウドに保管しない。 

・端末が壊れたり、失くしたりした時は、すぐに学校へお知らせください。 

 

６ 学習者用端末の設定について 

・学習に適さないサイトの閲覧に制限があります。（教育委員会や学校において、不適切なサイトの閲覧には制 

限を掛けています。） 

・アプリケーションやゲームなどは、個別にインストールできないように設定しています。 

・メール・チャット機能を使用することはできません。 

・使用時間の制限の設定はありません。御家庭で話し合っていただき、ルールを決めるようにしてください。 
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・学校で使用している状態からのアプリケーションの追加/削除、拡張機能の追加/削除、デスクトップの変更 

等は行わないでください。（ユーザー辞書の追加や削除は、この限りではありません。） 

７ 持ち帰り時の Chromebook 等の故障、紛失又は盗難への対応について 

 Chromebookは市から貸与している端末になりますので、充電アダプタも含め取り扱いには十分ご注意いただ

くようお願いいたします。 

 持ち帰り時に過失又は故意により、Chromebook又は充電アダプタが故障した場合、あるいは紛失又は盗難が

発生した場合には、修理代等の費用は家庭負担になります。 

希望者のみに貸与しているモバイルルータについても、同様の対応となります。 

例えば… 

      ・Chromebookを使用中、近くに置いておいた飲料水をこぼし故障させた 

     ・Chromebookを置いておいた机にぶつかったため落下し破損した 

     ・キーボードの上に鉛筆を挟んだまま閉め、画面にひびが入った          等 

 

 

◎故障、紛失又は盗難が発生したら 

 

 

 

             

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

Chromebook又は充電アダプターの故障等が発生 

（モバイルルータも含む） 

１ お子様又はご家庭から学校への報告 

故障内容・状況、あるいは紛失又は盗難に

ついて詳しく学校に説明してください。 

２ 学校の対応 

学校からお子様に代替機を配付します。故

障機器については回収となります。 

自然故障又は経年劣化等の

やむを得ない故障 

・過失・故意による破損、汚損 

・紛失又は盗難 

学校に連絡 

市が対応 

ご家庭による故障対応(新規購入又は有償修理) 

費用等を比較し、新規購入又は有償修理どちらで対応するかご選択いただけます。 

≪新規購入≫ 

①指定の型番の中から選択し、購入 

※購入先は問わないが新品であること 

※中古品は修理履歴がわからないため不

可 

 

≪有償修理≫（予定） 

①市が修理依頼 

②修理受付完了の連絡を学校から受

け、指定日までにご家庭から発送 

 

 

端末等受け取り後、 

修理が完了した機器又は新規購入した機器を学校に渡す。 
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◎有償修理を行う場合の料金について 

 概算料金は①作業費＋②送料＋③部品代の合計となります。下記の表は Lenovoホームページに掲載されてい

るものになります。実際に発生する費用とは異なる可能性がありますので、参考程度にご覧ください。 

 ※下記料金のほか、修理端末を発送する際の発送料金が別途かかります。 

 

ノートブック製品 Lenovoノートブック 

①作業費 ￥18,920 

②送料 ￥1,760 ※発送料金は含まない。 

③部品 システムボード ￥33,000～ 

液晶パネル ￥22,000～ 

ハードディスク ￥11,000～ 

キーボード ￥11,000～ 

外装カバー類 ￥5,000～ 

内蔵カメラ ￥3,300～ 

ファン ￥3,300～ 

内臓バッテリー ￥6,600～ 

出典：Lenovo 修理サービス‐引取り修理サービス料金 

https://support.lenovo.com/jp/ja/solutions/hf000982 

 

※掲載の金額はすべて税込みです。 

※部品代は各部品の平均的な金額であり、高額になる場合もあります。また、複数部品交換時はそれぞれの部

品代がかかります。特に落下や液体を被ったことによる故障は、複数部品交換の可能性がありますのでご注意

ください。 

※修理キャンセルについて 

 修理端末を発送後、修理をキャンセルした場合は、キャンセル料（検査料と送料の合計）を支払う必要があ

ります。ご注意ください。 

検査料 送料 合計 

￥2,200 ￥1,760 ※発送料金は含まない。 ￥3,960 

 

 

８ ご家庭で端末に保険をかける場合について 

 保険加入については、ご家庭のご判断でお願いします。 

借りている物に保険をかける場合、保険の種類としては、個人で入ることが可能な受託物賠償保険に入るのが

一般的です。現在ご契約の保険に特約として追加できることもありますので、保険会社にご確認ください。 

 ※児童・生徒が使用している端末が自然故障等で予備機と交換している場合があります。端末のシリアル番

号が変更されても補償される保険をお選びください。 

＜保険の例＞ 

・子ども自身のケガ等を補償する保険に特約として、受託物賠償責任補償をつける。 

・自転車保険に特約として、受託物賠償責任補償をつける。 

https://support.lenovo.com/jp/ja/solutions/hf000982
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・火災保険に特約として、受託物賠償責任補償をつける。 

 

９ 貸与モバイルルータの通信費について 

端末等の持ち帰りに合わせて、ご自宅にインターネット環境がないご家庭にモバイルルータを貸与しており

ます。貸与は無料ですが、通信費は保護者負担のため、ＳＩＭカードの契約は、携帯電話会社又はＪ：ＣＯＭ

等にて、ご家庭で対応していただきますようお願いします。 

 詳細は、各社の窓口にお問い合わせください。 

 

（通信量の目安） 

 各種ツールを使用した場合の通信量を目安として提示いたします。通信の契約を結ぶ場合の参考としてご覧

ください。なお、学校で実施するオンライン学習の内容によって必要な通信量が異なる場合があります。 

 

例  ① Google Meet  

画質７２０ｐの場合 約３００MB/２０分   

画質３６０ｐの場合 約１２０MB/２０分 

② YouTubeや NHK for Schoolの動画  

画質４８０ｐの場合 約５０MB/５分 

なお、以下の操作については、１回の操作で約１～５MBが必要になります。 

・Googleフォームを使った小テスト 

     ・クラスルームにアクセスし課題の PDFファイルを閲覧 

 

［参考］ 

１GB（ギガバイト）＝１０００MB（メガバイト） 

５GB（ギガバイト）＝５０００MB（メガバイト） 

１２GB（ギガバイト）＝１２０００MB（メガバイト） 
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１０ 持ち帰り時の端末等設定マニュアル 
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